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Theodore　RooseveltとWoodrow　Wilson

金　勝 久

§1eはしがき

　私は，過去3年間にわたり，「アメリカ文化論（The：First　Step　to　the　American　Culture）と

いうTitleで，「城西大学人文研究」にそれぞれ「アメリカ文化論（1）」，「アメリカ文化論（］1）」，

「アメリカ文化論（斑）」1）なる論文を発表し続けてきた。

　その趣旨は，現代アメリカ人の：享受している文化と生活様式は，もともと，それぞれの特色と

伝統とを持った沢山の地域文化を統合し，再編成した指導原理の形成と実践との結果であるとい

う前提のもとに，その指導原理がどんな情況の下に形成され，どんな過程を通って発展してきた

ものであるかを，Formal　Structure2）とInformal　Structure3）との絡み合いの面から歴史的に探

究し続けたものであった。

　それにはまず，「文化論的文化」の意味を確認する必要を感じたので，The　American　Heritage

Dictionary　of　English　Languageの説明するCultureの定義（1－7）4）を統合した解釈，すなわ

ち，「人間生活の様式と内容についての根源性と知的活動」を基調にし，これに，T．S．　Eliot5）の

：Notes　towards　the　De丘nition　of　Culture6）の提起する3点7），すなわち，

　（1）「調和し得る人間活動」への感じ方（lt〔＝Culture〕is　the　product　of　a　variety　of　more

　　or　less　harmonious　activities，　each　pursued　for　its　own　sake）8）．

　（2）「社会的文化には美的意識と倫理的満足が伴う」という推論（Consciousness　for．beauty

　　and　ethical　satisfaction　in　social　cultttre）9）．

　（3）「以上の諸要素を欠いた場合には高度の文明を持ち得ない」という論法（You　are　unlikely

　　to　have　a　high　civilization　where　these　conditions　are　absent）’O）．

　を加味して「文化論的文イ切の定義の枠組を造った。

　次に，明確なる指導老論の必要を感じ，たので，Bertrand　Russeilli）の次の見解をドッキングさ

せた。それは，

　Probably　a　great　deal　depends　upon　the　character　of　dominant　individuals　who　happen

to　emerge　at　a　formative　period，　such　as　Moses，　Mohammed，　and　Confucius．i2）
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　なる立脚点にたって，アメリカ文化の形成と発展のあとを，1492年のColumbusによるアメリ

カ発見から筆を起こし，19世紀末までの期間にわたって叙述してきた。

　内容は，「地域文化の核」と「アメリカ人的信条」をたての糸とし，「自治意識」・「独立の観

念」・「対抗意識」・「産業の発達」・「軍事」・「外交」などを横の糸として，次のように三章十八節

tlC　一一応まとめた積りである。

　（1）アメリカ文化論（1）において，
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g　5．

g　6．
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S　8．

g　9．

はしがき

文化論的「文化」の意味

指導者論

地域文化の核

アメリカ人的信条の本質

英国植民地時代の生活状況

信条の発露と勝利

信条のずれと悲劇

悲劇が残した諸問題とあとがき

（2）アメリカ文化論（1）において

　§10。　危機時代における再建政策

　§11．再建時代の終幕へのInformal　Structures

　§ユ2。矛盾と対立の激化

　§13。Yankeeism、の理念

　§14e　Anti．Yankeeismの百家争鳴

（3）アメリカ文化論（皿）において

　§15。木偶坊とMannerism

　§16。The　Populistsl　Partyの敗北と共和党政権の確立

　§17。　革新的潮流の背景

　§18．　転機と外交政策

　この調子で進むと，あと4，5回位で，1980年代の今日に至るものと思っていたが，今春4

月，私は城西大学女子短期大学部へ転属することとなったために，「城西大学人文研究」誌に続

投することができなくなってしまった。

　そこで，今回からは，想を新らたにして，第二十世紀に焦点を絞り，できるだけ早く完結を期

したいと思い，本稿では，とり敢えず，rTheodor　RooseveltとWoodrow　Wilson」というTitle

の下に，
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「はしがき」

Theodor　RooseveltとThe　Square　Deal

The　New　NationalismとThe　New：Freedom

The　First　World　WarとThe　U．S．A．

「14ヵ条」とVersailles講和

Versai11es体制とThe　U．S．A。

黄金の1920年代

「機会の国」から「安定の国」へ

複雑極まる繁栄の裏面

The　New　Deal　Policy出現の背景

F．D．　Rooseveltの政治へのag　一歩

The　New　NationalismとThe　New　Freedomの中で

（以下未定）
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の順序で論述していく積りである。

§2。　Theodor　RooseveltとThe　Square　Dea1

　19世紀末から20世紀初頭にかけての社会改革家達は，いずれも口を揃えて，「今や国民全体の

福祉を向上させることが最も大切なことである。そのためには，これまでの政策から出来るだけ

離れた政策をとらなけれぽならない。さもないと，The　U．S．A。は大変な社会的危機を招き，時

と場合によっては革命も起こるかも知れない」と主張するのであった13）。

　当時の風潮は正にその通りであった。ところで，それを実行し得る人こそ本当の意味での指導

　　　　　　　　　　　　　　　　者であり，政治的手腕に恵まれたEliteでなければならなかった筈である14）。

　なぜならば，指導者，すなわちleader（「リードする者」）が存在し得るためには，少くとも二

つの前提が必要である。まず1eadという言葉は一「先導」，「教導」，「音頭をとる」，「記述の導

入文」etc。一，どう訳されようとある目的へ「導く」の意，したがって，目標とそれを実現す

る資質がない限り指導者は存在し得ないのである。第二に，たとえ目標と資質があっても，それ

への到達が「個人のみ」で可能な場合は指導者を必要としないのである。単純な例をあげれば，

見える目標に一個人が単独で歩いて行くには，指導者を必要としないわけである。

　幸いにして，この時期に，The　U．S．A。は，そのような素質と資格とを具備した政治家を，つ

ぎつぎと産み出したのである。それらの人達のうちでTheodor　Roosevelti5）とWoodrow　Wi－

lsoni6）が革新的指導者の典型と言ってよかろう。

　この二人とも，非常に優れた指導力をもった大統領であった。Abraham　Lincoln以後特にす
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ぐれた指導力を持った大統領が出現しなかったアメリカに，20世紀のはじめになって，このよう

　へなEliteが相ついで出現したのは必らずしも偶然ではない。資本主義の急速な発展の結果，連邦

政府によって解決されなけれぽならない問題が続出してきたという客観的事実と，それらを一刻

も早く解決しなけれぽ再び連邦の分裂乃至崩壊という危険性が起こるのではないかという危惧が

　へ各Eliteの意識の中にあったからである。

　ただ山積してきた問題は，政治の浄化と民主化，企業活動の規制，労働者問題，移民の制限，

禁酒問題，婦人参政権の問題という具合に極めて多種多様であったため，それらを大衆の意向と

の関連においてどのように，またどのような順序で取り組むべきかという方法論と政策観が一番

重要な課題であった。

　1900年の選挙で共和党の副大統領となったTheodor　Rooseveltは，翌年Mckinley大統領が暗

殺されたため，意外に早く大統領の地位につく機会を得たのであるが，彼はもともと：New　York

の名家の出身であり，保守的な政治家であったが，腐敗した政治を憎悪し，能率的な行政家によ

る大改革を念願していたのである。

　しかし，当時の共和党の主流は，Marcus　A．　Hannai7）はじめ，大企業と密接な関係を有する

政治家達によって占められていたので，この種の改革は殆んど実現不可能であるように思われ

た。

　しかし，Theodor　Rooseveltは，自己の政策を大衆にドラスチックに印象づけ，果敢な改革者

という圭mageを造る才能に恵まれていた。この才能と信念とが，いわゆるThe　Square　Deali8）

なるSloganを生み出し，それにより彼自身の大義名分を明確に打ち出したのである。

　このS1・9・n・の下に・彼は，

〔A〕　内政的には

　（1）1902年の炭鉱ストライキ解決

　（2＞粗悪な食品。薬品製造の排除

　（3）鉄道会社の規制

　（4）　自然資源の保護

　（5）多くの独占的企業の告発と解散

　（6）Northern－Securities　Co．　Ltd．の告発19）

〔B〕　対外的には

　（1）Panama　Canalの交渉20）（1901年交渉，1914年完成）

　（2）The　Caribbean　Sea政策（1903年差21）

　（3）The　Dominican　RepublicへのInternational　Police　Powerの行使

　（4）日露戦争の講和への仲介22）

　（5）大艦隊の世界一周（1907年）23）
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等々の施策を敢然と実行したので，Trust．Bursterと呼ばれ，　Big－Stick－Diplomacy24）などの異名

をたてまつられたが，その才能を充分に発揮したものと言わなければならない。

　しかし，ここに一つだけ特に注意しておかなければならないことは，彼のTrust－Bursterの点

である。それは，彼には独占的大企業をすべて解体しようという意図はなかったということであ

る。彼は，この時期におけるアメリカの巨大産業の発展は必然的なものであり，能率向上の点か

らみても，寧ろ望ましい傾向であると思っていたのである。ただ，彼が狙いうちした大企業は，

排他的な，悪名高い独占企業に限られていたということである。これがThe　Square　Dea1の特

色であったことを忘れてはならない。

§3。　The　The　New　NationalismとThe　New　Freedom

　1908年の選挙では，Theodore　Rooseveltの支持で，共和党の大統領候補となり，　Bryanを破

って当選したWilliam　H．　Taft25）は，当然のことながら，　Theodore　Rooseveltの路線を踏襲し

たが，彼にはTheodore　Rooseveltのような指導力と演出力がなかったために，　La　Follet26）ら

の党内の革新主義者を抑えることができなかった。

　この党内分裂を憂いたTheodor　Rooseveltは，再び自ら共和党の指導権を握ろうと思いたち，

1912年の選挙に，The　New　NationalismなるSlogan27）を掲げた。

　The　New　Nationalismの構想は，社会福祉政策をThe　Square　Dea1以上に強く押し出した

点，革新的傾向を一歩前進させたというべきであろう。しかし，1912年の共和党大会では，Wil－

1iam　H：。　Taftが大統領候補に再指名されたために，　Theodore　Rooseveltは騎虎の勢いから，共

和党を脱退して，新革新党を組織して選挙にのぞんだ。結果は共和党の分裂によって漁夫の利を

掴んだ民主党のWoodrow　Wilsonが第28代大統領に当選した。

Woodrow　WilsonはThe　New　Freedom28）をSloganとして，その選挙戦に臨んだのであっ

た。このThe　New：FreedomはThe　US．A。の建国以来の伝統であるJacksonian　Democracy

的な考え方を持っている大衆達に容易に受け入れられたと見てよいと思うが，もう一つ見逃して

はならないことは，Pullman　Strikeで名をあげたEugene　V。　Debs29）が社会党選出の大統領候

補として出馬したために，彼が一般投票で90万票（6％）を獲得したことが結局Woodrow　wilson

に有利な状況をもたらしたのである。

　ともかく，第28代大統領をかちとったWoodrow　WilsonはThe　New　Freedomに盛りこん

だ公約，すなわち

　（1）関税の引き下げ30）

　（2）銀行通貨制度の改革31）

　（3）企業規制強化の立法化32）
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を見事に果したほか，次の諸施策を完遂することにより，いわゆる革新系大統領の一人としての

使命を果したのである。その諸施策というのは，

　（1）連邦累進所得税の採用33）

　（2）禁酒法の実施34）

　（3）婦人参政権の実現35）

等である。

　しかし，これらの改革は，もともとWoodrow　Wilson好みのものであったが，その実現の経

緯と背景は，彼の主張の結果とみるよりは，むしろ，時代の所産と見るべきであろう。すなわ

ち，烈しい世界情勢の変転に，もはやThe　U．S．A．は孤立を続けることを許されなかったので

ある。

　ただし，彼の真価は，対外問題の処理と併わせ考えてこそ正しく評価されるものである。それ

はまず，第一次世界大戦への対処の問題からはじまるのである。

§4。The　First　World　WarとThe　U．SA。

　1914年8月，第一次世界大戦が勃発すると36），The　U．S．A．としては，これにどう対処するか

が最大の問題となった。国民の反応は，まず中立であった。それは，伝統的な孤立主義が支配的

であったことと，移民者と母国との関係から，どちらか一方に加担することは，国論を分裂させ

るおそれがあったからである37）。

Woodrow　Wilsonも中立が最上の策なりと考えて，国民には「中立であれ」と訴えたが，い

ろいろな観点からそれは所詮無理な注文であった。なぜならば，Woodrow　Wilson自身，イギ

リスの自由主義を理想とし，イギリス政治の讃美者であったし，彼の側近の99％まで同様な考え

を持っていた。一もちろん，アメリカの世論の中には，反英国的感情はない訳でもなかったが，や

はり，民族的，そして文化的な連繋から親肉的感情が上廻っていたし，それとはまた別に，The

U．S．A．独立当時のフランスへの恩返しの気持などから，結局反ドィッ的感情が遙かに大きかっ

た。そこへLusitania号事件38）の発生があったので，国民感情は決定的に反ドイツ的方向に傾い

た。しかし，Woodrow　Wilsonは中立を保持しつつ，交戦国両方への講和の斡旋につとめたが，

不成功に終った。

　1917年2月！日，追い詰められたドイツは，無制限潜水艦作戦を宣言するに至ったので，

woodrow　wilsonはついにF’　iッとの断交を決意するに至った。時は1917年4月2日であり，

大義名文は「世界の民主主義擁護のため」ということであった。

　しかし，La　Follettesを1eaderとする反戦論も活発で，結局，上院では82：6，下院では375：

50で讃同を得たものの，そこにはEugene　V．　Debsのような社会主i義的立場からの猛反対，更に
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Quaker教徒の良心的反戦論などが色濃く見られたことは記憶にとどめておかなけれぽならない。

　ともかく，Woodrow　Wilsonは参戦とともに，次のような万全な戦時態勢をひいたのである。

　（1）陸海軍の充実39）

　（2）ADo11ar　a　Year　Manの任命40）

　（3）選抜徴兵法の制定41）

　（4）反戦活動の取り締まり42）

　結局，ドイツは降伏し，The　U．S．A．は文字通り，軍事，経済，外交の世界の覇者になったの

であるが，Woodrow　Wilsonとしては，国際連盟と平和条約「14ヵ条」の問題で思わぬつまづ

きを経験しなけれぽならなくなった。

註
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　　New　York市共和党市会議員（’82），　New　York警視総監C95一’97），海軍次官を経て，副大統領

　　（1900），Mckinley暗殺のあとを受けて大統領となる。　The　Square　DealなるSlognの下に，　Trust攻

　　撃，太平洋問題中国の解放，フィリピンの防備，海軍力拡張etc．の貢献をなす。著書としては

　　Amerlca　and　The　World　War（1915）が有名。1960年にノーベル平和賞を授賞。

16）Wilson，　Thomas　Woodrow（1856－1921）：第27代大統領（1912－21）。　Princeton，　Virginia，　John　Hopkins

　　等の大学で法律，政治，経済を学んだあと，Princeton大学教授，同総長（1902）を経て大統領（1912，

　　民主党）に当選。The　New　FreedomなるSloganの下に，所得税軽減，通貨制度改革，反Trust法，

　　連邦所得税法発布，第一次世界大戦参加，国際連盟の創設提案etc．により国の内外に大きな貢献をし

　　ている。殊に国際連盟創設のために最後の努力を傾けたが，地方遊説の途中病死した。

　　　著書には，The　State（1889）；Division　and　Reunlon（1829－89）；G，　Washington（1896）；AHis－

　　tory　of　American　People　（1902）；　Constitutional　Government　in　the　Unitecl　States　（！908）；　The

　　New　Freedom（1913）などがある。

17）Hanna，　Marcus　Alenzo（1837－1904）；Cleaveland，　OhioにHanna商会を経営して実業家として成

　　功。後，銀行業，新聞業にも関与し，政治的にも活躍する。特に，いわゆるBig　Business時代に，大

　　企業と政府との密接な関係の必要性を認識し，James　Abraham　Gar丘eldやWilliam　Mckinley大統領

　　選に際して多額な財政的援助をなしている。

18）The　Square　Dea1とは，　Theodore　Rooseveltがll昌えたSloganであって，簡単に言うならば，　The

　　U．S．A．は，社会的，経済的問題については，公共的利益の観点から積極的に関与しなければならな

　　いという主張である。

19）Northern　Century　Co．　Ltd．：当時の財界の巨頭Morganが，鉄道王HillならびにHarrimanと結ん

　　で，北西部の鉄道を彼らで独占しようという目的で造った特殊会社である。これに対し，当時の国民

　　の大多数は，ますます増大するMorganの支配に，恐れと反感とを持って見ていた。この情況を早く

　　も見てとったTheodore　Rooseveltは，敢然とこれを告発したので，国民は非常に喜び，彼にTrust・一

　　Bursterという呼び名を奉った。

20）Panama運河の建設は，　Theodore　RooseveltのいわゆるBig・Stick・Diplomacyの典型的政策の一つで

　　ある。彼はその重要性を察知していたので，まず，Columbia共和国にPanama地峡を’99年の租借を

　　申し入れたが（1，000万ドルの一時金と年金25万ドル），談合は不成立に終ったので，Theodore　Roose－

　　veltはその地峡に対し武力占領を企画したが，たまたま，　Panama地区に革命が発生したので（1903

　　年11月），The　U．S．A．はその独立を承認すると共に，　Panama　Canal　Zoneに永久租借権（1，000万ド

　　ルの一時金と年金25万ドル）を獲得した。

21）当時カリブ海には，Spainから独立したいくつかの小国が存在していたが，いずれも経済的には貧困

　　で，財政は繁乱し，政治的状況も不安定であったので，外国の干渉を招き易い状態にあった。

　　　ところでCubaは，米西戦争の結果独立国になったが，　The　U．S．A．は戦後も軍政を布き，経済的・

　　社会的援助を続けてきた。しかし1923年にプラット修正条項を条件にアメリカ軍は撤退した。それ
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　　でも実際上はアメリカの保護国となっていた。また，The　Dominica　Republicセこ対しても，　Theodore

　　Rooseveltは「西半球にあってはThe　Monroe　Doctrineを堅持するThe　U．S．A．は非行と無能力に

　　対しIntemational　Police　Powerを行使する（1904年12月，年次教書）と述べ，　The　Dominican

　　Republicの財政再建に干渉した。

22）19世紀末，The　U．S．A．が太平洋国家となった時，　The　U．S．A．がアジアで一番警戒したのはロシア

　　であった。というのは，この時，ロシアは三国干渉により，旅順，大連を租借地としており，北清事

　　変当時の満州への出兵をそのまま駐兵させていた。一方The　U．S．A．も木綿輸出市場として満州に深

　　い関心を持っていた。そこでTheodore　Rooseveltはロシア牽制のために日本を利用した。それは1905

　　年にTaft陸軍長官が訪日して桂首相との間に韓国の保護化と交換にPhilippineのアメリカ領土化と

　　いう秘密文書をかわした機会に，Theodore　Rooseveltは，日露の講和の斡旋に乗り出し，　Portsmouth

　　条約の成立に努力した。

23）1908年（明治4年），新鋭戦艦16隻を中心とするアメリカ艦隊は横浜に入港した。時あたかも移民問題

　　にからんで日米関係は急激に悪化の一途をたどっている時であったため，全世界は，このなり行きを

　　固唾をのんで見守っていた。ところが日本は朝野をあげて大歓迎をしたので全世界は唖然としたと同

　　時に，Theodore　Rooseveltの手腕に感心した。というのは，彼のこの構想の背景には次の三つの理由

　　が存在していたからである。

　　　1　大海軍主義者として，国民に「海軍を売りこむ」ための宣伝活動であった。

　　　2　日本に対し「実力を誇示する示威運動」であった。

　　　3　アメリカが海洋国家に進展した実績を国民に印象づける計画であった。

　　　ともあれ，このことのために同じ年に締結された高平・ルート協定と相倹って，日米関係は，建艦

　　競争，中国問題などをはらみながらも妥協を続ける効果をもったのである。

24）Big－Stick－Diplomacyは「物柔かに話し，大きな棍棒もって行け，ぞうすれば遠くまで行ける」という

　　西アフリカの格言から名付けに言葉であるが，Theodore　Rooseveltが武断政治に終始したという意味

　　ではない。

25）William　Haward　Taft（1857－1930）：第27代大統領。　Yaleその他の大学卒業後，法曹関係の仕事に携

　　つた後，最初のPhilipPine総督（1901－04），陸軍大臣（1904－08）を歴任して大統領に就任したが，

　　関税問題で人心を失い，その後はYale大学教授（1913－21）や大i審院長（1921－30）などをやった。

26）La　Follet，　Robert　Marior（1855一ユ925）：政治家，弁護士を経て革新運動に入り，　Wisconsin州知事

　　（1901－04）として，州の直接選挙制，税制改革，鉄道運賃統制etc．の政策を実行した。後，上院議員

　　として（1906）革新運動を：更に進め，直接選挙，累進所得税の賦課を主張した。この点，Woodrow

　　Wilsonの政策と同じであったが，外交政策参戦，國際連盟に反対。革新党を組織して大統領選に

　　臨んだが落選（1924年）。

27）The　New　Nationalism＝19エ2年の大統領選にTheodore　Rooseveltが掲げたSloganである。その内容

　　は，彼の考えとしては，大企業はたとえ独占的なものであっても，それなりに存在理由のあるものは

　　その良い点を生かすべきである。だから，総てにSherman　Antl－trust　Actを適用して全部を解体する

　　よりは，連邦政府がその利点を公共の利益にそうように監督すべきだと主張した。また，彼は，労働

　　組合や農民団体の組織化も好ましいものと見徹し，それらを同じく政府の規制下におくべきだと考え

　　た。要するに，The　U．S．A．社会の中の大組織体の育成を奨励し，正しい連邦政府の規制下におくこ

　　とが，社会の福祉を充実し，貧困を解決し得るという講想であって，最初彼が唱導したThe　Square

　　Dealの社会福祉面を特に強調したものであった。

28）The　New　Freedom：Theodore　RooseveltのThe　New　Nationalismに対し，　Woodrow　Wilsonの掲

　　げたSloganである。その内容については，「公共の利益を守るために政府の活動範囲を拡大すべき

　　だ」という点はThe　New　Nationalismの主張と同じであったが，「そのためには，競争の復活が必要

　　だ」と力説した点が異っている。この点，政敵のTheodore　Rooseveltから「時代遅れ」と攻撃され



66

　　たが，まだJacksonian　Democracy（個人主義的自立成功の精神）の伝統の強い地区では，それに共感

　　する者も沢LUいて，結局，　Woodrow　Wilsonの当選に大きく寄与した。

29）Eugene　Victor　Debs（1855－1926）：社会主義者。汽缶手から社会党へ入党し，全米鉄道労組長として

　　1895年ChicagoのStrikeを指導し，投獄された。1911年社会党推せんの大統領候補として大統領選

　　に臨み，社会党史上最高の票を獲得。1918年にSpy容疑で10年の刑を宣告された。

30）当時，アメリカの実業界では，工業製品を海外市場に進出させるために関税の改革を盛んに要望して

　　いた。しかし，この問題は，従来からのいきさつもあり，いろいろな利害関係も絡っていたので，議

　　会もその対策に頭を悩ましていた。そこでWoodrow　Wilsonは，すぐれた指導力の発揮により，平

　　均税率を30％引きさげた。これに対し，砂糖，羊毛，靴などの特産者達から強い反対がでた。

31）銀行通貨制度の改革は，Wilsonが大統領に就任する前年，共和党のNelson　Aldrich案が議会に提出

　　されていた。これは，財界人の希望を盛ったもので，15の支店をもつ一種の私的中央銀行「全国準備

　　組合」を設け，各支店および各地区の実業家の代表によって構成される中央運営委員会がその運営に

　　あたるというものであった。Woodrow　Wilsonは，大筋においてこの案を採用する積りであったが，

　　民主党の内部から一部反対がでたので，「連邦準備局の設立，政府の責任により紙幣の発行」という

　　ように一部修正して立法化した。これは有力銀行の要望にも応えたし，更に，農民層を代弁する西・

　　南部の民主党議員の要求にも応じたものであった。

32）企業規制の強化は，Woodrow　Wilsonが最も強調した選挙公約の一つであったので，彼は（1）反Trust

　　法案，（2）連邦取引委員会法の二法案上程によってその公約を果した。前者は，Sherman反Trust法

　　を，「（・で）不法通商行為ならびに大企業の重役兼任厳禁。（ロ）労働組合ならびに農業団体の正常な活動を反

　　Trust法の適用から除外する」の二点を修正したものである。後者は，　Theodore　Rooseveltの構想の

　　うち，「会社局」を「連邦取引委員会」に変えて，企業活動に対する政府の監督と助言を強化したも

　　のである。

33）修正憲法第16条に基いたもの。

34）修正憲法第18条に関連するもの。

35）修正憲法第19条に関連するもの。但し，法案は1919年連邦議会通過，翌20年8月法律として成立。

36）The　First　World　War：1914年8月，　Atlstriaの皇太子夫妻暗殺事件に端を発し，ヨー・ッパ全域を捲

　　きこむ大戦になった。

37）The　F三rst　World　Warに対するThe　U．S，A．国民の反応はまず中立であった。一般にアメリカ国民

　　にとってこの戦争は，海の向うのできごとであり，関係のない戦争には捲きこまれたくないという伝

　　統的孤立主義が支配的であったからである。それにアメリカ国民の中には，連合国側からの移民もい

　　たし，同時に，独・填系の移民も多く，どちらかに加担することは，国論を分裂する危険があった。

　　参考のために，1910年の国勢調査では，アメリカの総人口g，200万人のうち，独・歯ならびにハソガ

　　リ生れの者が420万人おり，両親のうちのどちらかが独・塊系の者は700万人いた。

38）英国の海上封鎖に対抗して，ドイツの潜水艦が連合国側の船舶を無警告で撃沈した。ことに1915年5

　　，月英国の商船Lusitania号がアイアランド沖で撃沈され，死者1，200名（うちアメリカ市民128人）を

　　出した。これに対し，アメリカ政府は，損害賠償はもちろん，商船に対する無警告撃沈をやめるよう

　　にと強く抗議した。

39）海軍については，「比類なき海軍」の建設が目指され，1916年目は大建艦計画が承認され，陸軍につ

　　いては，同年国防法により，正規軍ならびに護国軍が強化された。

40）The　First　World　War　（，Z総力戦であった。従って，国家による経済統制は徹底的に強行されねばなら

　　なかった。そしてその責任者は軍：人でもなく，官僚でもなく，多くは民間人が選ばれた。例えば食糧

　　管理局長官にはH．Hooverが選ばれたが，彼らの給与は年捧1ドル（A　dollar　a　year　man）であった。

41）戦局拾収のため，できるだけ早く，アメリカ将兵を，ヨーロヅパ戦線に送る必要が生じ280万人の青

　　年が召集された。なお，The　U．S．A．陸軍は，終戦までに400万人余の軍隊をもったことになる。

42）防護法，治安法などの制定により，Eugene　Victor　Debs（註29参照）なども逮捕され，投獄された。


